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第 2 章では、言語情報を意味的に処理可能な情報代数系のモデルとして、 Chonskyの提案する表
層、深層レベルの他に、意味レベルを加えたモデルを提案し、情報検索系への応用と拡張可能性につ
いて述べている。
第 3 章では、言語情報の表現や処理に適したデータ構造として 位相堅データ構造を提案し、それ
が論じられる意味空間の代数的性質を述べている。さらに、意味空間の構成法について考察し、類似
度解析法を利用して、実際に構成を行なっている。また、意味空間の構成実験を通じて、意味空間が
言語情報の意味的な処理を行なうのに適したデータ構造であることなどを確めている。
第 4 章では、意味空間の情報検索における役割について考察し、種々のレベルの意味空間を用いた
検索システムを構成し、その特徴を述べている。検索実験により、このシステムが、従来の方法にく
らべ、高い検索能率と短い検索時間を持つことを明らかにしている。
第 5 章では、論文表題を利用し、意味空間を用いて自動的に主題分析を行なっ方法を提案している。
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さらに、電子通信学会発表論文を対象としたシステムを構成し、検索実験により、自然語に近いルベ
ルで主題分析が行なえること、検索ファイル作劇寺昨や探索時間が短く、会話思システムで用いるの
に都合が良いことなどを明らかにした。
第 6 章は結論であって、本論文で得た諸結果を検討し、今後の研究方向について述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は、言語情報における自然言語の意味の分析と処理に関する研究の成果をまとめたものであ
る。
著者はまず、言語情報の意味的な取扱いが可能な代数系のモデルの一つを提案し、このモデルを用
いたシステム構成を行なっている。
つぎに、位相思データ構造を持った意味空間について検討し、これを実際に構成するときの諸問題
を明らかにし、空間を構成する場合に用いられる各パラメータの値を定める方法について新しい成果
を得ている。
さらに、この意味空間を用いた情報検索システムについて考察し、文献レベルの場合に非常に高い
検索能率が得られることを示している。
以上のように、本論文は、会話塾情報処理システムの構成における新しい研究分野であるところの
意味空間について、とくに情報検索の立場から重要な研究成果を挙げているものであって、情報工学、
通七工学に貢献するところが大きく、博士論文として価値あるものと認める。
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